
文
化
情
報
学　

十
七
巻
一
・
二
号　

69
～
54
（
令
和
四
年
三
月
）

　

同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
所
蔵
品
「
源
氏
物
語
貝
合
せ
」（
請
求
番
号
：

798 ¦¦G9216

、
資
料
番
号186700023

）
は
、『
源
氏
物
語
』
の
場
面
を
八
対
、
十
六

個
の
貝
に
描
い
た
遊
具
で
あ
る
。
本
来
は
「
貝か
い
お
お覆
い
」
と
い
い
、
本
品
は
、
蛤
は
ま
ぐ
りの
左

貝
と
右
貝
に
描
か
れ
た
同
じ
絵
を
手
掛
か
り
に
、
貝
の
対
を
選
び
合
わ
せ
る
遊
戯
に

用
い
る
。貝
の
大
き
さ
は
、
縦
七
・
二
～
八
・
四
セ
ン
チ
、
横
九
・
一
～
九
・
八
セ
ン
チ
。

箱
（
縦
三
一
・
七
セ
ン
チ
、
横
二
三
・
六
セ
ン
チ
、
高
さ
六
・
八
セ
ン
チ
）
に
入
っ
て

い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
元
来
の
も
の
で
は
な
い
。
製
作
さ
れ
た
当
初
は
、
お
そ
ら
く
全

五
十
四
帖
、
五
十
四
対
揃
い
で
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
製
作
年
代
は
未
詳
と

い
う
他
な
い
が
、
近
代
ま
で
下
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
江
戸
後
期

と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。

　

本
稿
は
、
所
蔵
さ
れ
る
八
対
の
貝
に
描
か
れ
る
絵
に
つ
い
て
、『
源
氏
物
語
』
の

ど
の
巻
、
ど
の
場
面
を
描
い
た
も
の
な
の
か
を
考
察
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
絵
が
、
い

わ
ゆ
る
源
氏
絵
の
系
譜
の
中
に
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
図
柄
で
あ
る
の

か
、
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

凡
　
例

一�

、
冒
頭
に
、
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
所
蔵
品
「
源
氏
物
語
貝
合
せ
」（
所
蔵
す

る
学
部
名
「
文
化
情
報
」
に
ち
な
み
、
略
称
を
「
文
情
貝
合
」
と
す
る
。）
の
画

像
を
示
し
、『
源
氏
物
語
』
五
十
四
帖
の
う
ち
の
帖
の
通
し
番
号
と
巻
名
を
示
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
画
像
は
、
同
志
社
大
学
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
公
開
さ
れ

て
い
る
。

一�

、【
場
面
】
で
は
、『
豪
華
［
源
氏
絵
］
の
世
界 

源
氏
物
語
』（
秋
山
虔
・
田
口
榮

一
監
修
、
株
式
会
社
学
習
研
究
社
、
一
九
九
七
年
四
月
。
略
称
『
源
氏
絵
の
世

資
料
紹
介

　
　
　
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
所
蔵
品
「
源
氏
物
語
貝
合
せ
」
の
紹
介

福
　
田
　
智
　
子

同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
が
所
蔵
す
る
貝
合
わ
せ
の
具
（
同
志
社
大
学
学
術
情
報
検
索
シ
ス
テ
ムD

O
O
RS

で
は
「
源
氏
物
語
貝
合
せ
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
）

は
、『
源
氏
物
語
』
の
場
面
を
八
対
、
十
六
個
の
貝
に
描
い
た
工
芸
品
で
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
れ
ら
八
つ
の
絵
に
つ
い
て
、
他
の
源
氏
絵
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、

『
源
氏
物
語
』
の
巻
や
場
面
を
特
定
し
、
源
氏
絵
の
系
譜
に
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

八
六
（
69
）



文
化
情
報
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十
七
巻
一
・
二
号
（
令
和
四
年
三
月
）

界
』。）
所
載
「
源
氏
絵
帖
別
場
面
一
覧
」（
二
九
〇
～
三
〇
一
頁
）
を
参
看
し
、

該
当
す
る
「
場
面
」
の
記
号
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
）
と
「
場
面
内
容
概
略
」
を
挙

げ
る
。
た
だ
し
、「
場
面
内
容
概
略
」
は
、
貝
合
せ
の
場
面
を
過
不
足
な
く
示
す

も
の
で
は
な
い
。

一�

、【
該
当
本
文
】
で
は
、
角
川
古
典
大
観
『
源
氏
物
語
』CD

-RO
M

に
拠
り
、
巻

を
特
定
す
る
た
め
に
、
該
当
す
る
『
源
氏
物
語
』
本
文
を
、
小
見
出
し
と
と
も
に

引
用
し
、
次
の〔
解
説
〕の
着
眼
点
と
な
る
部
分
に
は
傍
線
を
付
す
。
ま
た
、（　

）

を
付
し
て
、
主
語
を
補
っ
た
り
、
人
物
呼
称
を
加
え
た
り
し
た
箇
所
も
あ
る
。
さ

ら
に
、
同CD

-RO
M

の
「
参
考
情
報
」
機
能
を
用
い
て
、
以
下
の
校
本
お
よ
び

校
訂
本
文
の
該
当
巻
数
と
頁
数
を
列
挙
す
る
。

　

・『
源
氏
物
語
大
成
』（
中
央
公
論
社
）　�

略
称
［
大
成
］　　
　

　

・
日
本
古
典
文
学
大
系
『
源
氏
物
語
』（
岩
波
書
店
）�

略
称
［
大
系
］　　
　

　

・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
源
氏
物
語
』（
岩
波
書
店
）�

略
称
［
新
大
系
］　　

　

・
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』（
小
学
館
）�
略
称
［
全
集
］　　
　

　

・
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』（
小
学
館
）�
略
称
［
新
全
集
］　　

　

・
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
源
氏
物
語
』（
新
潮
社
）�

略
称
［
集
成
］　　
　

　

・
角
川
文
庫
『
源
氏
物
語
』（
角
川
書
店
）　�

略
称
［
文
庫
］　　
　

　

・
玉
上
琢
彌
『
源
氏
物
語
評
釈
』（
角
川
書
店
）�

略
称
［
評
釈
］　　
　

一�

、【
解
説
】
で
は
、「
文
情
貝
合
」
の
図
柄
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
す
る
。
物
語

本
文
を
引
用
す
る
際
に
は
、
前
掲
の
角
川
古
典
大
観
『
源
氏
物
語
』CD

-RO
M

に
拠
る
。

一�

、【
考
察
】
で
は
、
他
の
源
氏
絵
と
図
柄
を
比
較
検
討
す
る
。
ま
ず
、『
源
氏
絵
の

世
界
』
掲
載
図
版
を
参
看
し
、
図
版
番
号
も
こ
れ
に
拠
る
。
そ
の
他
の
文
献
は
次

の
通
り
。

　

・�『
源
氏
物
語
画
帖
』（
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
、
土
佐
光
吉
画
、
後
陽
成
天
皇
他

書
、
勉
誠
社
、
平
成
九
年
四
月
。
略
称
［
京
博
本
］。）

　

・�『
石
山
寺
蔵 

四
百
画
面 

源
氏
物
語
画
帖
』（
石
山
寺
座
主
・
鷲
尾
遍
隆
監
修
、

中
野
幸
一
編
集
、
勉
誠
出
版
、 

二
〇
〇
五
年
四
月
。
略
称
［
石
山
寺
画
帖
］。）

　

・�

承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
版
『
源
氏
物
語
』（
略
称
「
承
応
版
」）

一
、【
ま
と
め
】
で
は
、
最
後
に
全
体
を
通
し
て
総
括
す
る
。

八
七
（
68
）



　
　
　

同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
所
蔵
品
「
源
氏
物
語
貝
合
せ
」
の
紹
介

【
場
面
】
Ｄ
：
清
涼
殿
東
廂
に
て
源
氏
元
服
の
儀
式
。
左
大
臣
加
冠
の
役
を
務
め
る
。

【
該
当
本
文
】

［
25
］ 

源
氏
十
二
歳
で
元
服
、
帝
そ
の
す
ば
ら
し
さ
に
感
嘆
す
る

　

お
は
し
ま
す
殿
の
東
の
廂
、
東
向
き
に
倚
子
立
て
て
、
冠
者
の
御
座
、
引
き
入
れ

の
大
臣
の
御
座
、
御
前
に
あ
り
。
申
の
時
に
て
源
氏
参
り
た
ま
ふ
。
角
髪
結
ひ
た
ま

へ
る
つ
ら
つ
き
、
顔
の
匂
ひ
、
さ
ま
変
へ
た
ま
は
む
こ
と
惜
し
げ
な
り
。
大
蔵
卿
、

蔵
人
つ
か
う
ま
つ
る
。
い
と
き
よ
ら
な
る
御
髪
を
そ
ぐ
ほ
ど
、
心
苦
し
げ
な
る
を
、

上
は
、
御
息
所
の
見
ま
し
か
ば
と
お
ぼ
し
い
づ
る
に
、
た
へ
が
た
き
を
、
心
強
く
念

じ
か
へ
さ
せ
た
ま
ふ
。

　

�［
大
成
］
1
巻
24
頁
、［
大
系
］
1
巻
48
頁
、［
新
大
系
］
1
巻
24
頁
、［
全
集
］
1

巻
121
頁
、［
新
全
集
］1
巻
45
頁
、［
集
成
］1
巻
36
頁
、［
角
川
文
庫
］1
巻
45
頁
、

［
玉
上
評
釈
］
1
巻
135
頁

【
解
説
】

　

源
氏
の
元
服
の
場
面
で
あ
る
。
源
氏
の
父
、
桐
壺
帝
は
、
画
面
中
央
の
奥
ま
っ
た

座
の
倚
子
に
腰
を
掛
け
る
。
胸
か
ら
下
の
姿
で
あ
り
、
帝
を
描
く
と
き
に
は
よ
く
あ

る
よ
う
に
、
顔
は
描
か
れ
な
い
。「
冠
者
」（
元
服
し
冠
を
付
け
る
者
）
で
あ
る
源

氏
は
、
画
面
向
か
っ
て
左
側
に
描
か
れ
、
目
の
前
に
は
冠
と
笄
が
置
か
れ
て
い
る
。

「
引
き
入
れ
の
大
臣
」（
加
冠
役
の
大
臣
）
は
そ
の
右
側
で
、
左
大
臣
が
務
め
た
。
黒

の
衣
冠
束
帯
姿
は
「
大
蔵
卿
」、
朱
の
直
衣
は
「
蔵
人
」
か
。
理
髪
の
役
を
務
め
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

【
考
察
】

　

桐
壺
巻
を
代
表
す
る
場
面
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。『
源
氏
物
語
扇
面
散
屏
風
』（
室
町

時
代
後
期
、
浄
土
寺
蔵
）
4
（『
源
氏
絵
の
世
界
』
31
頁
）
の
他
、［
石
山
寺
画
帖
］

桐
壺
六
（
六
図
）
に
も
見
え
、
付
箋
に
は
、「
同
六　

源
氏
け
ん
ふ
く
の
所
也　

み

第
一
帖　

桐
壺

八
八
（
67
）
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十
七
巻
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令
和
四
年
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月
）

つ
ら
ゆ
ひ
給
へ
る
つ
ら
つ
き
さ
ま
か
へ
た
ま
は
ん
事
い
と
を
し
げ
也
と
云
所
也
」
と

あ
る
。
だ
が
、
桐
壺
帝
・
源
氏
・
左
大
臣
・
大
蔵
卿
の
配
置
や
、
冠
と
笄
を
描
く
と

い
っ
た
点
で
は
、「
承
応
版
」
桐
壺
巻
第
五
図
に
酷
似
す
る
。

  

第
十
三
帖　

明
石

八
九
（
66
）



　
　
　

同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
所
蔵
品
「
源
氏
物
語
貝
合
せ
」
の
紹
介

【
場
面
】
Ｃ
：
八
月
十
三
夜
、
源
氏
、
馬
に
乗
り
、
入
江
沿
い
に
明
石
の
君
の
も
と

に
向
か
う
。

【
該
当
本
文
】

［
17
］
八
月
十
三
日
の
夜
、
入
道
の
誘
い
に
よ
り
、
源
氏
は
岡
辺
の
女
の
宿
を
訪
れ
る

　

忍
び
て
よ
ろ
し
き
日
み
て
、
母
君
の
と
か
く
思
ひ
わ
づ
ら
ふ
を
聞
き
入
れ
ず
、
弟

子
ど
も
な
ど
に
だ
に
知
ら
せ
ず
、
心
一
つ
に
立
ち
ゐ
、
か
か
や
く
ば
か
り
し
つ
ら
ひ

て
、
十
三
日
の
月
の
は
な
や
か
に
さ
し
い
で
た
る
に
、
た
だ
「
あ
た
ら
夜
の
」
と
聞

こ
え
た
り
。
君
は
好
き
の
さ
ま
や
と
お
ぼ
せ
ど
、
御
直
衣
た
て
ま
つ
り
ひ
き
つ
く
ろ

ひ
て
、
夜
ふ
か
し
て
い
で
た
ま
ふ
。
御
車
は
二
な
く
作
り
た
れ
ど
、
と
こ
ろ
せ
し
と

て
御
馬
に
て
い
で
た
ま
ふ
。
惟
光
な
ど
ば
か
り
を
さ
ぶ
ら
は
せ
た
ま
ふ
。（
…
…
中

略
…
…
）

　

造
れ
る
さ
ま
木
深
く
、
い
た
き
と
こ
ろ
ま
さ
り
て
見
ど
こ
ろ
あ
る
住
ま
ひ
な
り
。

海
の
つ
ら
は
い
か
め
し
う
お
も
し
ろ
く
、
こ
れ
は
心
細
く
住
み
た
る
さ
ま
、
こ
こ
に

ゐ
て
思
ひ
の
こ
す
こ
と
は
あ
ら
じ
と
お
ぼ
し
や
ら
る
る
に
、
も
の
あ
は
れ
な
り
。
三

昧
堂
近
く
て
、
鐘
の
声
、
松
風
に
響
き
あ
ひ
て
も
の
悲
し
う
、
岩
に
生
ひ
た
る
松
の

根
ざ
し
も
心
ば
へ
あ
る
さ
ま
な
り
。
前
栽
ど
も
に
虫
の
声
を
つ
く
し
た
り
。
こ
こ
か

し
こ
の
あ
り
さ
ま
な
ど
御
覧
ず
。
む
す
め
住
ま
せ
た
る
か
た
は
、
心
こ
と
に
み
が
き

て
、
月
入
れ
た
る
真
木
の
戸
口
け
し
き
ば
か
り
お
し
開
け
た
り
。

　

�［
大
成
］
2
巻
463
頁
、［
大
系
］
2
巻
81
頁
、［
新
大
系
］
2
巻
75
頁
、［
全
集
］
2

巻
244
頁
、［
新
全
集
］2
巻
255
頁
、［
集
成
］2
巻
288
頁
、［
角
川
文
庫
］3
巻
87
頁
、

［
玉
上
評
釈
］
3
巻
215
頁

【
解
説
】

　

源
氏
が
馬
に
乗
り
、
惟
光
な
ど
数
名
の
従
者
を
連
れ
て
明
石
入
道
の
邸
に
赴
い
た

場
面
と
見
ら
れ
る
。
八
月
十
三
夜
と
は
い
え
月
は
描
か
れ
な
い
が
、「
前
栽
ど
も
に

虫
の
声
を
つ
く
し
た
り
」
と
も
あ
り
、
画
面
中
央
奥
の
紅
葉
が
、
そ
の
季
節
感
を
表

し
て
い
よ
う
。

　

画
面
左
側
に
明
石
入
道
の
邸
内
が
吹
抜
屋
台
の
技
法
で
描
か
れ
る
。
手
前
の
部
屋

で
襖
を
背
に
し
て
座
る
の
は
源
氏
で
あ
ろ
う
。
そ
の
前
に
い
る
尼
削
ぎ
の
女
性
は
、

明
石
入
道
の
妻
、
尼
君
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
隣
り
の
男
性
は
、
明
石
の
入

道
か
。
た
だ
し
、
い
わ
ゆ
る
入
道
姿
で
は
な
い
。
明
石
の
君
は
、
奥
の
別
室
に
お
り
、

簀
の
子
に
は
女
房
が
控
え
て
い
る
。

【
考
察
】

　
「
文
情
貝
合
」
の
構
図
と
同
様
の
絵
は
、
未
だ
管
見
に
入
ら
な
い
が
、
遊
具
に
描

か
れ
る
絵
と
し
て
は
、
あ
る
程
度
定
着
し
た
型
に
則
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
後
考
を
俟
つ
。

九
〇
（
65
）
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十
七
巻
一
・
二
号
（
令
和
四
年
三
月
）

【
場
面
】
Ｄ
：
秋
、
源
氏
供
人
を
整
え
、
住
吉
詣
。
源
氏
の
栄
華
を
目
の
あ
た
り
に

し
た
明
石
の
君
の
住
吉
詣
の
舟
は
そ
の
ま
ま
住
吉
の
浜
を
去
る
。

【
該
当
本
文
】

［
18
］
源
氏
は
願
果
た
し
に
住
吉
詣
で
、
参
詣
に
訪
れ
た
明
石
の
君
は
、
そ
の
盛
儀

を
ま
の
あ
た
り
に
す
る

　

そ
の
秋
、
住
吉
に
ま
う
で
た
ま
ふ
。
願
ど
も
果
た
し
た
ま
ふ
べ
け
れ
ば
、
い
か
め

し
き
御
あ
り
き
に
て
、
世
の
中
ゆ
す
り
て
、
上
達
部
、
殿
上
人
、
わ
れ
も
わ
れ
も
と

つ
か
う
ま
つ
り
た
ま
ふ
。

　

を
り
し
も
か
の
明
石
の
人
、
年
ご
と
の
例
の
こ
と
に
て
ま
う
づ
る
を
、
去
年
、
今

年
は
さ
は
る
こ
と
あ
り
て
、
怠
り
け
る
か
し
こ
ま
り
と
り
か
さ
ね
て
思
ひ
た
ち
け

り
。
船
に
て
ま
う
で
た
り
。
岸
に
さ
し
着
く
る
ほ
ど
見
れ
ば
、
の
の
し
り
て
ま
う
で

た
ま
ふ
人
の
け
は
ひ
渚
に
満
ち
て
、
い
つ
く
し
き
神
宝
を
持
て
続
け
た
り
。
楽
人
十

列
な
ど
装
束
を
調
へ
容
貌
を
選
び
た
り
。「
誰
が
ま
う
で
た
ま
へ
る
ぞ
」
と
問
ふ
め

れ
ば
、「
内
の
大
臣
殿
の
御
願
は
た
し
に
ま
う
で
た
ま
ふ
を
、
知
ら
ぬ
人
も
あ
り
け

り
」
と
て
、
は
か
な
き
ほ
ど
の
下
衆
だ
に
こ
こ
ち
よ
げ
に
う
ち
笑
ふ
。
げ
に
、
あ
さ

ま
し
う
、
月
日
も
こ
そ
あ
れ
、
な
か
な
か
、
こ
の
御
あ
り
さ
ま
を
は
る
か
に
見
る

も
、
身
の
ほ
ど
口
惜
し
う
お
ぼ
ゆ
。
さ
す
が
に
か
け
は
な
れ
た
て
ま
つ
ら
ぬ
宿
世
な

が
ら
、
か
く
口
惜
し
き
き
は
の
者
だ
に
、
も
の
思
ひ
な
げ
に
て
つ
か
う
ま
つ
る
を
色

節
に
思
ひ
た
る
に
、
な
に
の
罪
深
き
身
に
て
、
心
に
か
け
て
お
ぼ
つ
か
な
う
思
ひ
き

こ
え
つ
つ
、
か
か
り
け
る
御
ひ
び
き
を
も
知
ら
で
た
ち
い
で
つ
ら
む
な
ど
思
ひ
続
く

る
に
、
い
と
悲
し
う
て
、
人
知
れ
ず
し
ほ
た
れ
け
り
。

　

�［
大
成
］
2
巻
499
頁
、［
大
系
］
2
巻
118
頁
、［
新
大
系
］
2
巻
112
頁
、［
全
集
］
2

巻
292
頁
、［
新
全
集
］2
巻
302
頁
、［
集
成
］3
巻
32
頁
、［
角
川
文
庫
］3
巻
119
頁
、

［
玉
上
評
釈
］
3
巻
312
頁

第
十
四
帖　

澪
標

九
一
（
64
）



　
　
　

同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
所
蔵
品
「
源
氏
物
語
貝
合
せ
」
の
紹
介

［
19
］
源
氏
一
行
の
は
な
や
か
な
様
子
に
、
明
石
の
君
は
わ
が
身
の
ほ
ど
を
知
る

　

御
車
を
は
る
か
に
見
や
れ
ば
、
な
か
な
か
心
や
ま
し
く
て
、
恋
し
き
御
影
を
も
え

見
た
て
ま
つ
ら
ず
。
河
原
の
大
臣
の
御
例
を
ま
ね
び
て
、
童
随
身
を
た
ま
は
り
た
ま

ひ
け
る
。
い
と
を
か
し
げ
に
装
束
き
、
角
髪
結
ひ
て
、
紫
裾
濃
の
も
と
ゆ
ひ
な
ま
め

か
し
う
、
丈
姿
調
ひ
、
う
つ
く
し
げ
に
て
十
人
、
さ
ま
こ
と
に
い
ま
め
か
し
う
見

ゆ
。

　

�［
大
成
］
2
巻
500
頁
、［
大
系
］
2
巻
119
頁
、［
新
大
系
］
2
巻
114
頁
、［
全
集
］
2

巻
294
頁
、［
新
全
集
］2
巻
304
頁
、［
集
成
］3
巻
34
頁
、［
角
川
文
庫
］3
巻
121
頁
、

［
玉
上
評
釈
］
3
巻
320
頁

【
解
説
】

　

源
氏
が
願
果
た
し
に
住
吉
詣
で
を
す
る
場
面
で
あ
る
。
多
く
の
松
が
描
か
れ
る
の

も
、
そ
こ
が
住
吉
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
黒
い
袍
の
束
帯
姿

で
、
下
襲
の
裾
を
長
く
引
き
、
画
面
左
側
の
鳥
居
を
く
ぐ
ろ
う
と
し
て
い
る
源
氏

に
、
多
く
の
上
達
部
・
殿
上
人
が
付
き
従
う
。
鳥
居
の
傍
ら
、
列
の
前
方
に
い
る
背

の
低
い
二
人
の
人
物
は
、
童
随
身
と
見
ら
れ
る
。
画
面
右
下
方
に
は
、
源
氏
が
乗
っ

て
来
た
で
あ
ろ
う
車
の
屋
根
が
見
え
る
。
ま
た
、
左
下
方
の
馬
の
描
写
も
、
小
さ
い

絵
な
が
ら
躍
動
感
が
あ
る
。

　

一
方
、
画
面
右
奥
の
小
舟
に
は
、
二
人
の
女
性
が
乗
っ
て
い
る
。
左
側
の
朱
の
衣

の
女
性
は
明
石
の
君
、
右
側
は
そ
の
女
房
で
あ
ろ
う
。源
氏
の
盛
儀
と
は
対
照
的
に
、

画
面
の
片
隅
に
ひ
っ
そ
り
と
描
か
れ
て
い
る
。

【
考
察
】

　

源
氏
の
豪
華
な
住
吉
詣
で
の
さ
ま
と
小
舟
に
乗
る
明
石
の
君
と
を
描
く
構
図
は
、

［
京
博
本
］
59
（『
源
氏
絵
の
世
界
』
78
頁
）、［
石
山
寺
画
帖
］
澪
標
五
（
一
一
四
図
）

の
他
、「
承
応
版
」
澪
標
巻
第
三
図
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
中
で
も
［
京

博
本
］
の
源
氏
の
姿
は
、
黒
い
袍
の
束
帯
姿
で
、
下
襲
の
裾
を
長
く
と
い
う
点
で
、

「
文
情
貝
合
」
と
一
致
す
る
。
た
だ
し
、［
京
博
本
］
で
は
、
源
氏
は
鳥
居
を
く
ぐ
っ

た
後
、「
文
情
貝
合
」
は
い
ま
ま
さ
に
鳥
居
を
く
ぐ
ろ
う
と
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。

　

ま
た
、［
石
山
寺
画
帖
］
の
付
箋
に
「
同
五　

す
み
よ
し
も
う
て
の
所
に
て
か
は

ら
大
臣
の
れ
い
に
な
す
ら
へ
て
わ
ら
は
す
い
じ
ん
と
云
所
也
」と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、

童
随
身
は
本
場
面
を
印
象
づ
け
る
存
在
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。［
京
博
本
］
に
も
、

源
氏
一
行
の
先
頭
に
童
随
身
が
描
か
れ
て
い
る
。

九
二
（
63
）



文
化
情
報
学　

十
七
巻
一
・
二
号
（
令
和
四
年
三
月
）

【
場
面
】
Ｃ
：
源
氏
、
明
る
い
朝
の
光
の
中
で
玉
鬘
を
引
き
寄
せ
戯
れ
る
。
夕
霧
は

こ
れ
を
見
て
驚
く
。

【
該
当
本
文
】

［
10
］
源
氏
が
玉
鬘
の
も
と
を
訪
れ
、
た
わ
ぶ
れ
か
か
る
姿
を
夕
霧
は
か
い
ま
見
し

て
あ
や
し
く
思
う

　
（
源
氏
）「
こ
と
ご
と
し
く
前
駆
な
追
ひ
そ
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
こ
と
に
音
せ
で
入

り
た
ま
ふ
。
屏
風
な
ど
も
み
な
た
た
み
寄
せ
、
も
の
し
ど
け
な
く
し
な
し
た
る
に
、

日
の
は
な
や
か
に
さ
し
い
で
た
る
ほ
ど
、
け
ざ
け
ざ
と
も
の
き
よ
げ
な
る
さ
ま
し
て

ゐ
た
ま
へ
り
。
近
く
ゐ
た
ま
ひ
て
、
例
の
、
風
に
つ
け
て
も
同
じ
筋
に
む
つ
か
し
う

聞
こ
え
た
は
ぶ
れ
た
ま
へ
ば
、
た
へ
ず
う
た
て
と
思
ひ
て
、「
か
う
心
憂
け
れ
ば
こ

そ
、
今
宵
の
風
に
も
あ
く
が
れ
な
ま
ほ
し
く
は
べ
り
つ
れ
」
と
、
む
つ
か
り
た
ま
へ

ば
、
い
と
よ
く
う
ち
笑
ひ
た
ま
ひ
て
、「
風
に
つ
き
て
あ
く
が
れ
た
ま
は
む
や
、
か

る
が
る
し
か
ら
む
。
さ
り
と
も
と
ま
る
か
た
あ
り
な
む
か
し
。
や
う
や
う
か
か
る
御

心
む
け
こ
そ
そ
ひ
に
け
れ
。
こ
と
わ
り
や
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
げ
に
、
う
ち
思
ひ
の

ま
ま
に
聞
こ
え
て
け
る
か
な
、
と
お
ぼ
し
て
、
み
づ
か
ら
も
う
ち
笑
み
た
ま
へ
る
、

い
と
を
か
し
き
色
あ
ひ
、
つ
ら
つ
き
な
り
。
酸
漿
な
ど
言
ふ
め
る
や
う
に
ふ
く
ら
か

に
て
、
髪
の
か
か
れ
る
ひ
ま
ひ
ま
う
つ
く
し
う
お
ぼ
ゆ
。
ま
み
の
あ
ま
り
わ
ら
ら
か

な
る
ぞ
、
い
と
し
も
品
高
く
見
え
ざ
り
け
る
。
そ
の
ほ
か
は
、
つ
ゆ
難
つ
く
べ
う
も

あ
ら
ず
。

　

中
将
（
夕
霧
）、
い
と
こ
ま
や
か
に
聞
こ
え
た
ま
ふ
を
、
い
か
で
こ
の
御
容
貌
見

て
し
か
な
と
思
ひ
わ
た
る
心
に
て
、
隅
の
間
の
御
簾
の
、
几
帳
は
添
ひ
な
が
ら
し
ど

け
な
き
を
、
や
を
ら
ひ
き
あ
げ
て
見
る
に
、
ま
ぎ
る
る
も
の
ど
も
も
と
り
や
り
た
れ

ば
、
い
と
よ
く
見
ゆ
。
か
く
た
は
ぶ
れ
た
ま
ふ
け
し
き
の
し
る
き
を
、
あ
や
し
の
わ

ざ
や
、
親
子
と
聞
こ
え
な
が
ら
、
か
く
ふ
と
こ
ろ
離
れ
ず
、
も
の
近
か
べ
き
ほ
ど
か

第
二
十
八
帖　

野
分 

九
三
（
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）



　
　
　

同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
所
蔵
品
「
源
氏
物
語
貝
合
せ
」
の
紹
介

は
、
と
目
と
ま
り
ぬ
。
見
や
つ
け
た
ま
は
む
、
と
恐
ろ
し
け
れ
ど
、
あ
や
し
き
に
心

も
驚
き
て
、
な
ほ
見
れ
ば
、
柱
隠
れ
に
少
し
そ
ば
み
た
ま
へ
り
つ
る
を
、
ひ
き
寄
せ

た
ま
へ
る
に
、
御
髪
の
な
み
寄
り
て
、
は
ら
は
ら
と
こ
ぼ
れ
か
か
り
た
る
ほ
ど
、
女

も
い
と
む
つ
か
し
く
苦
し
と
思
う
た
ま
へ
る
け
し
き
な
が
ら
、
さ
す
が
に
い
と
な
ご

や
か
な
る
さ
ま
し
て
、
寄
り
か
か
り
た
ま
へ
る
は
、
こ
と
と
な
れ
な
れ
し
き
に
こ
そ

あ
め
れ
。
い
で
あ
な
う
た
て
、
い
か
な
る
こ
と
に
か
あ
ら
む
。
思
ひ
よ
ら
ぬ
隈
な
く

お
は
し
け
る
御
心
に
て
、
も
と
よ
り
見
な
れ
生
ほ
し
た
て
た
ま
は
ぬ
は
、
か
か
る
御

思
ひ
そ
ひ
た
ま
へ
る
な
め
り
、
む
べ
な
り
け
り
や
、
あ
な
う
と
ま
し
、
と
思
ふ
心
も

恥
づ
か
し
。

　

�［
大
成
］
3
巻
873
頁
、［
大
系
］
3
巻
57
頁
、［
新
大
系
］
3
巻
46
頁
、［
全
集
］
3

巻
269
頁
、［
新
全
集
］3
巻
277
頁
、［
集
成
］4
巻
136
頁
、［
角
川
文
庫
］5
巻
71
頁
、

［
玉
上
評
釈
］
5
巻
473
頁

【
解
説
】

　

源
氏
が
養
女
で
あ
る
玉
鬘
に
戯
れ
か
か
る
様
子
を
、
夕
霧
（
中
将
）
が
目
撃
し
、

衝
撃
を
受
け
る
場
面
で
あ
る
。
吹
抜
屋
台
の
技
法
で
描
か
れ
る
。
室
内
に
は
源
氏
と

玉
鬘
が
描
か
れ
る
が
、
戯
れ
か
か
る
源
氏
と
、
気
強
く
拒
絶
す
る
で
も
な
い
玉
鬘
の

様
子
が
、
小
さ
な
画
面
な
が
ら
動
き
を
も
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
部
屋
の
外
か
ら
垣

間
見
る
夕
霧
の
当
惑
す
る
表
情
も
窺
え
る
。

【
考
察
】

　

室
内
の
源
氏
と
玉
鬘
、
垣
間
見
る
夕
霧
と
い
う
構
図
は
、『
土
佐
光
起
筆
源
氏
物

語
画
帖
』（
江
戸
時
初
期
、
個
人
蔵
）
108
（『
源
氏
絵
の
世
界
』
141
頁
）
に
見
え
る
。

「
光
則
が
徳
川
美
術
館
本
画
帖
に
同
様
の
場
面
を
描
い
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
な

が
ら
、
光
起
が
室
内
調
度
や
前
栽
の
景
を
若
干
省
略
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。」

（『
同
』
同
頁
）と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
野
分
巻
を
代
表
す
る
場
面
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

［
石
山
寺
画
帖
］
野
分
六
（
一
九
〇
図
）
に
も
、「
同
六　

源
玉
へ
行
給
ひ
玉
を
引
よ

せ
給
ふ
を
夕
き
り
木
丁
の
か
け
よ
り
の
そ
き
給
ふ
所
也
」
と
い
う
付
箋
の
記
述
と
と

も
に
、
同
じ
図
柄
が
認
め
ら
れ
る
。

九
四
（
61
）



文
化
情
報
学　

十
七
巻
一
・
二
号
（
令
和
四
年
三
月
）

【
場
面
】
Ａ
：
内
大
臣
、
藤
花
の
宴
に
夕
霧
を
招
き
、
杯
に
藤
の
花
房
を
添
え
て
、

雲
居
雁
を
許
す
歌
を
詠
む
。
柏
木
ら
同
席
す
る
。

【
該
当
本
文
】

［
3
］
内
大
臣
は
藤
の
花
の
宴
を
催
す
こ
と
に
し
、
柏
木
を
使
い
と
し
て
夕
霧
を
自

邸
に
招
く

　

こ
こ
ら
の
年
ご
ろ
の
思
ひ
の
し
る
し
に
や
、
か
の
大
臣
（
内
大
臣
）
も
、
な
ご
り

な
く
お
ぼ
し
弱
り
て
、
は
か
な
き
つ
い
で
の
、
わ
ざ
と
は
な
く
、
さ
す
が
に
つ
き
づ

き
し
か
ら
む
を
お
ぼ
す
に
、
卯
月
の
つ
い
た
ち
ご
ろ
、
御
前
の
藤
の
花
、
い
と
お
も

し
ろ
う
咲
き
乱
れ
て
、
世
の
常
の
色
な
ら
ず
、
た
だ
に
見
過
ぐ
さ
む
こ
と
を
し
き
盛

り
な
る
に
、
遊
び
な
ど
し
た
ま
ひ
て
、
暮
れ
ゆ
く
ほ
ど
の
い
と
ど
色
ま
さ
れ
る
に
、

頭
の
中
将
（
柏
木
）
し
て
御
消
息
あ
り
。「
ひ
と
ひ
の
花
の
陰
の
対
面
の
、
飽
か
ず

お
ぼ
え
は
べ
り
し
を
、
御
い
と
ま
あ
ら
ば
た
ち
寄
り
た
ま
ひ
な
む
や
」
と
あ
り
。
御

文
に
は
、

　
　

わ
が
宿
の
藤
の
色
濃
き
た
そ
か
れ
に
尋
ね
や
は
来
ぬ
春
の
な
ご
り
を

げ
に
い
と
お
も
し
ろ
き
枝
に
つ
け
た
ま
へ
り
。

　

�［
大
成
］
3
巻
999
頁
、［
大
系
］
3
巻
185
頁
、［
新
大
系
］
3
巻
178
頁
、［
全
集
］
3

巻
426
頁
、［
新
全
集
］3
巻
434
頁
、［
集
成
］4
巻
282
頁
、［
角
川
文
庫
］5
巻
173
頁
、

［
玉
上
評
釈
］
6
巻
406
頁

《
参
考
》［
6
］
内
大
臣
は
夕
霧
に
酒
を
勧
め
、
雲
居
の
雁
と
の
こ
と
で
恨
み
ご
と
を

述
べ
、
結
婚
す
る
よ
う
求
め
る

　
（
内
大
臣
ハ
）御
時
よ
く
さ
う
ど
き
て
、「
藤
の
裏
葉
の
」
と
う
ち
誦
じ
た
ま
へ
る
、

御
け
し
き
を
た
ま
は
り
て
、
頭
の
中
将
（
柏
木
）、
花
の
色
濃
く
こ
と
に
房
長
き
を

折
り
て
、
客
人
（
夕
霧
）
の
御
盃
に
加
ふ
。
取
り
て
も
て
悩
む
に
、
大
臣
、

　
　

紫
に
か
こ
と
は
か
け
む
藤
の
花
ま
つ
よ
り
す
ぎ
て
う
れ
た
け
れ
ど
も

第
三
十
三
帖　

藤
裏
葉
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同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
所
蔵
品
「
源
氏
物
語
貝
合
せ
」
の
紹
介

宰
相
、
盃
を
持
ち
な
が
ら
、
け
し
き
ば
か
り
拝
し
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
る
さ
ま
、
い

と
よ
し
あ
り
。

　
　

い
く
か
へ
り
露
け
き
春
を
過
ぐ
し
来
て
花
の
ひ
も
と
く
を
り
に
あ
ふ
ら
む

頭
の
中
将
に
た
ま
へ
ば
、

　
　

た
を
や
め
の
袖
に
ま
が
へ
る
藤
の
花
見
る
人
か
ら
や
色
も
ま
さ
ら
む

次
々
順
流
る
め
れ
ど
、
酔
ひ
の
ま
ぎ
れ
に
は
か
ば
か
し
か
ら
で
、
こ
れ
よ
り
ま
さ
ら

ず
。

　

�［
大
成
］
3
巻
1002
頁
、［
大
系
］
3
巻
189
頁
、［
新
大
系
］
3
巻
181
頁
、［
全
集
］
3

巻
430
頁
、［
新
全
集
］3
巻
438
頁
、［
集
成
］4
巻
286
頁
、［
角
川
文
庫
］5
巻
176
頁
、

［
玉
上
評
釈
］
6
巻
416
頁

【
解
説
】

　

夕
霧
が
、
内
大
臣
主
催
の
藤
花
の
宴
に
招
か
れ
、
内
大
臣
・
柏
木
と
と
も
に
宴
席

を
囲
ん
で
い
る
場
面
で
あ
る
。
吹
抜
屋
台
の
技
法
を
用
い
て
描
く
。
庭
の
遣
り
水
の

ほ
と
り
に
は
、
藤
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
。
邸
内
に
は
三
人
の
男
性
貴
族
が
座
す
。
屏

風
を
背
に
し
て
い
る
の
は
内
大
臣
で
あ
ろ
う
。
顔
を
画
面
左
側
に
向
け
て
い
る
中
央

の
人
物
、
お
よ
び
そ
の
視
線
の
先
の
人
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
夕
霧
か
柏
木
で
あ
ろ
う

が
、
両
者
の
区
別
は
つ
き
に
く
い
。
中
央
の
人
物
は
左
手
を
、
画
面
左
側
の
人
物
は

右
手
を
胸
元
ま
で
挙
げ
、
互
い
に
向
か
い
会
話
を
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
各

人
の
前
に
は
足
つ
き
折
敷
が
据
え
ら
れ
、
そ
の
上
に
載
っ
て
い
る
の
は
魚
で
あ
ろ
う

か
。
同
様
の
折
敷
は
、
部
屋
の
中
央
に
も
も
う
一
つ
あ
る
。

【
考
察
】

　
「
文
情
貝
合
」
に
類
す
る
図
柄
は
、『
伝
土
佐
光
則
筆
源
氏
物
語
画
帖
』（
江
戸
時

代
初
期
、
根
津
美
術
館
蔵
、
略
称
［
根
津
美
術
館
画
帖
］）
33
（『
源
氏
絵
の
世
界
』

152
・
153
頁
）
に
見
え
る
。
五
人
の
男
性
貴
族
が
室
内
に
座
し
て
い
る
が
、
奥
の
三
人

の
前
に
は
そ
れ
ぞ
れ
折
敷
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
屏
風
の
前
に
座
す
の
は
内
大
臣
。

ま
た
、
中
央
の
人
物
は
、「
文
情
貝
合
」
の
中
央
の
人
物
と
同
様
に
、
顔
を
画
面
左

の
人
物
に
向
け
て
い
る
が
、
藤
の
花
房
を
手
に
し
て
い
る
。
柏
木
で
あ
ろ
う
。
室
内

で
藤
の
花
房
を
持
つ
人
物
が
柏
木
で
あ
る
こ
と
は
、〔
該
当
本
文
〕《
参
考
》
傍
線
部

の
内
容
に
照
ら
し
て
明
白
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
左
側
が
夕
霧
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
一
方
、
肝
心
の
「
文
情
貝
合
」
で
は
、
い
ず
れ
の
人
物
も
藤
の
花
房
を
手

に
し
て
い
な
い
。
転
写
の
過
程
の
写
し
崩
れ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
よ
り
両
者
の
区

別
は
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
が
、
当
巻
の
藤
花
の
宴
の
様
子
を
描
写
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
は
判
断
で
き
よ
う
。

　
［
石
山
寺
画
帖
］ 

藤
裏
葉
二
（
二
一
八
図
）
に
も
［
根
津
美
術
館
画
帖
］
と
同
じ

場
面
が
あ
る
。「
同
二　

柏
木
藤
の
ふ
さ
な
か
き
を
夕
き
り
の
さ
か
つ
き
に
く
は
へ

給
ふ
也
。
む
ら
さ
き
に
か
こ
と
は
か
け
ん
の
哥
の
所
也
」
と
い
う
付
箋
の
記
述
が
、

場
面
を
明
確
に
特
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
四
人
の
男
性
貴
族
が
、
そ
れ
ぞ
れ
料

理
を
載
せ
た
折
敷
を
前
に
し
て
座
し
、
部
屋
の
中
央
に
は
何
も
載
せ
ら
れ
て
い
な
い

折
敷
が
ひ
と
つ
あ
る
。
画
面
左
下
の
男
性
貴
族
は
、
提
子
（
ひ
さ
げ
：
長
い
柄
の
つ

い
た
酒
を
注
ぐ
器
）
を
持
つ
。
給
仕
の
役
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
、
屏
風
を
背
に
し

て
座
し
て
い
る
の
が
内
大
臣
だ
が
、
そ
の
隣
り
の
杯
を
手
に
し
て
い
る
の
が
夕
霧

で
、
夕
霧
は
、
藤
の
花
の
枝
を
持
つ
柏
木
の
方
を
向
い
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
座

の
位
置
は
、
内
大
臣
か
ら
見
て
、
夕
霧
・
柏
木
の
順
と
い
う
こ
と
に
な
り
、［
根
津

美
術
館
画
帖
］
と
比
べ
る
と
、
夕
霧
と
柏
木
の
位
置
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。 九

六
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文
化
情
報
学　

十
七
巻
一
・
二
号
（
令
和
四
年
三
月
）

【
場
面
】
Ａ
：
⑵
父
大
臣
は
修
験
者
と
語
る
。

【
該
当
本
文
】

［
3
］
父
大
臣
は
修
験
者
を
招
い
て
の
加
持
、
柏
木
は
抜
け
出
て
小
侍
従
と
自
分
の

罪
、
女
三
の
宮
の
こ
と
を
語
る

　

大
臣
、
か
し
こ
き
行
ひ
人
、
葛
城
山
よ
り
請
じ
い
で
た
る
、
待
ち
受
け
た
ま
ひ

て
、
加
持
ま
ゐ
ら
せ
む
と
し
た
ま
ふ
。
御
修
法
、
読
経
な
ど
も
、
い
と
お
ど
ろ
お
ど

ろ
し
う
騒
ぎ
た
り
。
人
の
申
す
ま
ま
に
、
さ
ま
ざ
ま
聖
だ
つ
験
者
な
ど
、
を
さ
を
さ

世
に
も
聞
こ
え
ず
深
き
山
に
籠
り
た
る
な
ど
を
も
、
弟
の
君
達
を
つ
か
は
し
つ
つ
、

尋
ね
召
す
に
、
け
に
く
く
心
づ
き
な
き
山
伏
ど
も
な
ど
も
い
と
多
く
参
る
。
わ
づ
ら

ひ
た
ま
ふ
さ
ま
の
、
そ
こ
は
か
と
な
く
も
の
を
心
細
く
思
ひ
て
、
音
を
の
み
と
き
ど

き
泣
き
た
ま
ふ
。
陰
陽
師
な
ど
も
、
多
く
は
女
の
霊
と
の
み
占
ひ
申
し
け
れ
ば
、
さ

る
こ
と
も
や
と
お
ぼ
せ
ど
、
さ
ら
に
も
の
の
け
の
あ
ら
は
れ
い
で
来
る
も
な
き
に
思

ほ
し
わ
づ
ら
ひ
て
、
か
か
る
く
ま
ぐ
ま
を
も
尋
ね
た
ま
ふ
な
り
け
り
。

　

�［
大
成
］
4
巻
1229
頁
、［
大
系
］
4
巻
14
頁
、［
新
大
系
］
4
巻
7
頁
、［
全
集
］
4

巻
283
頁
、［
新
全
集
］4
巻
292
頁
、［
集
成
］5
巻
270
頁
、［
角
川
文
庫
］7
巻
22
頁
、

［
玉
上
評
釈
］
8
巻
28
頁

【
解
説
】

　

隣
り
合
う
二
室
が
、
吹
抜
屋
台
の
手
法
で
描
か
れ
る
。
画
面
中
央
上
部
に
は
、
病

の
床
に
就
い
た
柏
木
と
、
側
に
仕
え
る
女
房
、
小
侍
従
が
描
か
れ
る
。
小
侍
従
は
、

柏
木
と
女
三
の
宮
と
の
仲
介
役
で
あ
る
。
左
側
の
別
室
で
は
、
画
面
向
か
っ
て
左
側

に
座
す
の
が
柏
木
の
父
大
臣
だ
と
す
る
と
、
右
側
に
い
る
の
は
、
柏
木
の
病
平
癒
の

加
持
の
た
め
、
大
臣
に
招
か
れ
た
修
験
者
か
。
た
だ
し
、
こ
の
人
物
が
、
修
験
者
姿

で
は
な
い
こ
と
に
は
注
意
さ
れ
る
。

　

庭
の
白
い
花
が
咲
く
木
は
、
枝
振
り
か
ら
見
て
梅
か
。
当
巻
冒
頭
に
は
、「
衛
門

第
三
十
六
帖　
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同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
所
蔵
品
「
源
氏
物
語
貝
合
せ
」
の
紹
介

の
督
の
君
（
柏
木
）、
か
く
の
み
悩
み
わ
た
り
た
ま
ふ
こ
と
な
ほ
怠
ら
で
、
年
も
返

り
ぬ
。」
と
あ
る
。

【
考
察
】

　
「
文
情
貝
合
」
と
同
じ
構
図
は
、［
石
山
寺
画
帖
］柏
木
一（
二
五
一
図
）に
見
え
る
。

「
か
し
わ
き
一　

か
つ
ら
き
山
よ
り
し
や
う
し
給
ふ
き
や
う
し
や
と
お
と
ゝ
と
か
し

は
の
わ
つ
ら
ひ
の
や
う
す
物
か
た
り
の
て
い
也
」
と
付
箋
に
記
さ
れ
る
と
お
り
、［
石

山
寺
画
帖
］
に
お
い
て
は
、
柏
木
の
父
大
臣
が
修
験
者
を
招
い
た
場
面
（
画
面
左
側
）

を
主
と
す
る
も
の
と
見
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
こ
の
場
面
を
単
独
で
描
い
た
も
の
と
し

て
は
、［
京
博
本
］（「
長
次
郎
」
銘
。『
源
氏
絵
の
世
界
』
に
は
未
収
録
）
が
あ
る
。

　

さ
て
、
中
央
上
部
に
見
ら
れ
る
、
柏
木
の
傍
ら
に
小
侍
従
を
描
く
と
い
う
構
図

は
、
柏
木
が
小
侍
従
に
紙
燭
を
持
た
せ
、
上
半
身
を
起
こ
し
て
女
三
の
宮
か
ら
の
文

を
読
む
場
面
と
し
て
、「
源
氏
物
語
柏
木
冊
子
表
紙
絵
」（
江
戸
時
代
初
期
、
ス
ペ
ン

サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
）
138
（『
源
氏
絵
の
世
界
』
180
頁
）
や
「
承
応
版
」
柏
木

第
一
図
に
見
ら
れ
る
。
だ
が
、「
文
情
貝
合
」
や
［
石
山
寺
画
帖
］
で
は
紙
燭
や
文

は
描
か
れ
ず
、
ま
た
、
柏
木
は
横
た
わ
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
転
写
の
過

程
の
写
し
崩
れ
に
よ
り
、
紙
燭
や
文
が
描
か
れ
な
く
な
っ
た
も
の
か
。
と
も
あ
れ
、

等
巻
に
お
け
る
病
む
柏
木
と
彼
に
仕
え
る
小
侍
従
と
い
う
構
図
を
端
的
に
描
い
て
い

る
。

第
四
十
二
帖　

匂
宮

九
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（
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文
化
情
報
学　

十
七
巻
一
・
二
号
（
令
和
四
年
三
月
）

【
場
面
】
Ｂ
：
夕
霧
の
催
す
賭
弓
の
還
饗
に
、
匂
宮
・
薫
ら
車
を
連
ね
、
六
条
院
へ
。

雪
降
る
。

【
該
当
本
文
】

［
11
］
夕
霧
は
賭
弓
の
還
饗
を
六
条
院
で
催
し
、
親
王
た
ち
や
匂
宮
を
誘
う
、
薫
の

芳
香
の
め
で
た
さ

　

例
の
、
左
あ
な
が
ち
に
勝
ち
ぬ
。
例
よ
り
は
と
く
こ
と
は
て
て
、
大
将
（
夕
霧
）

ま
か
で
た
ま
ふ
。
兵
部
卿
の
宮
、
常
陸
の
宮
、
后
腹
の
五
の
宮
と
、
ひ
と
つ
車
に
ま

ね
き
乗
せ
た
て
ま
つ
り
て
、
ま
か
で
た
ま
ふ
。
宰
相
の
中
将
は
負
け
が
た
に
て
、
音

な
く
ま
か
で
た
ま
ひ
に
け
る
を
、「
親
王
た
ち
お
は
し
ま
す
御
送
り
に
は
参
り
た
ま

ふ
ま
じ
や
」
と
、
お
し
と
ど
め
さ
せ
て
、
御
子
の
右
衛
門
の
督
、
権
中
納
言
、
右
大

弁
な
ど
、
さ
ら
ぬ
上
達
部
あ
ま
た
こ
れ
か
れ
に
乗
り
ま
じ
り
、
い
ざ
な
ひ
た
て
て
、

六
条
の
院
へ
お
は
す
。
道
の
や
や
ほ
ど
ふ
る
に
、
雪
い
さ
さ
か
散
り
て
、
艶
な
る
た

そ
か
れ
時
な
り
。
も
の
の
音
を
か
し
き
ほ
ど
に
吹
き
た
て
遊
び
て
入
り
た
ま
ふ
を
、

げ
に
こ
こ
を
お
き
て
、
い
か
な
ら
む
仏
の
国
に
か
は
、
か
や
う
の
を
り
ふ
し
の
心
や

り
所
を
求
め
む
、
と
見
え
た
り
。

　

�［
大
成
］
5
巻
1440
頁
、［
大
系
］
4
巻
230
頁
、［
新
大
系
］
4
巻
223
頁
、［
全
集
］
5

巻
27
頁
、［
新
全
集
］5
巻
33
頁
、［
集
成
］6
巻
176
頁
、［
角
川
文
庫
］8
巻
36
頁
、

［
玉
上
評
釈
］
9
巻
239
頁

【
解
説
】

　

宮
中
の
賭
弓
の
後
、
夕
霧
は
、
還
饗
を
す
べ
く
、
牛
車
を
連
ね
て
六
条
院
へ
向
か

う
。
一
行
に
は
、
匂
宮
は
も
ち
ろ
ん
、
親
王
た
ち
や
上
達
部
、
負
け
方
の
薫
ま
で
も

伴
う
と
い
う
、
晴
れ
や
か
な
場
面
で
あ
る
。「
文
情
貝
合
」
に
は
、
画
面
手
前
に
二

台
の
牛
車
と
車
副
（
く
る
ま
ぞ
い
：
牛
車
の
左
右
に
つ
き
供
奉
す
る
従
者
）
が
描
か

れ
る
。
画
面
左
か
ら
二
人
目
の
背
を
向
け
て
い
る
人
物
は
、
髪
を
後
ろ
で
束
ね
た
童

子
の
姿
で
あ
る
。
牛
飼
童
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
松
や
塀
の
屋
根
に
降
り
積
も
っ
た

雪
を
も
き
ち
ん
と
描
い
て
い
る
。

【
考
察
】

　
「
文
情
貝
合
」と
同
様
の
構
図
は
、［
石
山
寺
画
帖
］匂
宮
一（
二
八
九
図
）に
見
え
る
。

付
箋
に
は
「
に
ほ
ふ
宮
一　

夕
霧
の
御
こ
た
ち
何
も
と
も
な
ひ
六
条
院
へ
参
り
給
ふ

て
い
也
」
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、『
住
吉
具
慶
筆
源
氏
物
語
絵
巻
』（
江
戸
時
代
初
期
・

茶
道
文
化
研
究
所
旧
蔵
。
現
在
は
ミ
ホ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
蔵
）
161
（『
源
氏
絵
の
世
界
』

204
・
205
頁
）
に
も
こ
の
場
面
は
描
か
れ
て
お
り
、「
こ
の
帖
の
代
表
的
場
面
」（『
同
』

205
頁
）
と
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
行
列
の
先
頭
に
は
、
牛
の
傍
ら
に
童
子
の
姿
で
一

人
の
牛
飼
童
を
描
く
。「
文
情
貝
合
」
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

九
九
（
56
）



　
　
　

同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
所
蔵
品
「
源
氏
物
語
貝
合
せ
」
の
紹
介

【
場
面
】
Ｂ
：
帝
、
薫
に
碁
の
賭
物
と
し
て
菊
を
折
ら
せ
、
女
二
の
宮
降
嫁
の
意
を

仄
め
か
す
。

【
該
当
本
文
】

［
4
］
帝
は
薫
と
碁
、
そ
の
賭
物
と
し
て
女
二
の
宮
と
の
結
婚
を
ほ
の
め
か
す
が
、

あ
ま
り
気
の
す
す
ま
な
い
思
い

　

さ
て
打
た
せ
た
ま
ふ
に
、
三
番
に
数
一
つ
負
け
さ
せ
た
ま
ひ
ぬ
。「
ね
た
き
わ
ざ

か
な
」
と
て
、「
ま
づ
今
日
は
、
こ
の
花
ひ
と
枝
許
す
」
と
の
た
ま
は
す
れ
ば
、
御

い
ら
へ
聞
こ
え
さ
せ
で
、
お
り
て
お
も
し
ろ
き
枝
を
折
り
て
参
り
た
ま
へ
り
。

　
　

世
の
つ
ね
の
垣
根
に
匂
ふ
花
な
ら
ば
心
の
ま
ま
に
折
り
て
見
ま
し
を

と
奏
し
た
ま
へ
る
、
用
意
浅
か
ら
ず
見
ゆ
。

　
　

霜
に
あ
へ
ず
枯
れ
に
し
園
の
菊
な
れ
ど
の
こ
り
の
色
は
あ
せ
ず
も
あ
る
か
な

と
の
た
ま
は
す
。

　

�［
大
成
］
6
巻
1704
頁
、［
大
系
］
5
巻
37
頁
、［
新
大
系
］
5
巻
32
頁
、［
全
集
］
5

巻
368
頁
、［
新
全
集
］5
巻
378
頁
、［
集
成
］7
巻
156
頁
、［
角
川
文
庫
］9
巻
42
頁
、

［
玉
上
評
釈
］
11
巻
100
頁

【
解
説
】

　

画
面
左
上
の
邸
の
中
、
繧
繝
縁
の
上
に
座
し
、
顔
を
隠
し
た
構
図
で
描
か
れ
る
の

は
帝
で
あ
る
。
画
面
向
か
っ
て
右
側
に
は
、
白
と
朱
で
菊
の
花
が
描
か
れ
る
。［
該

当
本
文
］の
前
に
「
御
前
の
菊
移
ろ
ひ
は
て
で
盛
り
な
る
こ
ろ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
時
節
を
菊
の
色
で
表
し
た
も
の
か
。
そ
の
傍
ら
に
は
、
庭
に
下
り
、
手
折
っ
た

白
菊
を
袖
に
溜
め
る
薫
の
姿
が
あ
る
。

【
考
察
】

　
「
文
情
貝
合
」
と
同
じ
の
構
図
の
図
柄
は
、『
土
佐
光
吉
筆
源
氏
物
語
色
紙
絵
』（
桃

山
時
代
、
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
、
略
称
［
久
保
惣
色
紙
絵
］）
182
（『
源
氏

第
四
十
九
帖　

宿
木

一
〇
〇
（
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）



文
化
情
報
学　

十
七
巻
一
・
二
号
（
令
和
四
年
三
月
）

絵
の
世
界
』
224
頁
）、［
石
山
寺
画
帖
］
宿
木
一
（
三
三
二
図
）
に
見
ら
れ
る
。［
久
保

惣
色
紙
絵
］は
、
薫
が
ま
さ
に
菊
を
手
折
ろ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、［
石
山
寺
画
帖
］

は
、
薫
が
菊
を
手
折
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。［
石
山
寺
画
帖
］の
付
箋
に
は
、「
や

と
り
木　

天
子
と
か
ほ
る
五
を
う
ち
給
ひ
か
ほ
る
か
ち
て
御
に
わ
の
き
く
を
お
り
参

り
給
ふ
所
也
」
と
あ
る
。［
久
保
惣
色
紙
絵
］
の
菊
の
色
は
白
一
色
で
あ
る
が
、「
文

情
貝
合
」
は
、
前
述
の
と
お
り
白
い
菊
と
朱
の
菊
を
交
ぜ
て
描
く
。
色
が
変
わ
り
果

て
る
前
の
盛
り
の
菊
を
描
き
、
花
の
色
が
変
わ
っ
て
行
く
過
程
を
も
愛
で
る
平
安
当

時
の
美
意
識
を
表
現
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、「
承
応
版
」
宿
木
巻
第
一
図
も

同
じ
場
面
に
着
目
し
て
い
る
が
、
庭
で
菊
を
手
折
っ
た
薫
が
、
靴
を
脱
い
で
階
に
片

足
を
掛
け
、
邸
の
中
の
帝
の
側
に
戻
ろ
う
と
し
て
い
る
姿
を
描
い
て
い
る
。

【
ま
と
め
】

　
「
文
情
貝
合
」
八
対
の
う
ち
、
源
氏
絵
の
系
譜
の
中
に
、
そ
の
類
型
が
認
め
ら
れ

る
も
の
は
七
対
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
桐
壺
巻
・
澪
標
巻
・
野
分
巻
・
藤
裏
葉
巻
・

柏
木
巻
・
匂
宮
巻
・
宿
木
巻
で
あ
る
。
特
に
、
源
氏
の
元
服
や
住
吉
詣
で
、
玉
鬘
に

戯
れ
か
か
る
源
氏
を
垣
間
見
る
夕
霧
、
修
験
者
に
加
持
を
依
頼
す
る
柏
木
の
父
大

臣
、
六
条
院
に
向
か
う
夕
霧
一
行
の
行
列
、
庭
に
下
り
た
薫
が
菊
を
手
に
す
る
姿
か

ら
は
、
巻
や
場
面
の
特
定
は
容
易
で
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
を
題
材
に
、
各
巻
を
絵

画
化
し
た
遊
具
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
絵
か
ら
巻
や
場
面
を
特
定
で
き
る
と

い
う
こ
と
は
、
ご
く
当
た
り
前
な
必
須
の
要
素
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
で
、
類
型
が
未

だ
見
出
せ
ず
、
巻
の
判
断
を
若
干
躊
躇
す
る
明
石
巻
の
図
柄
に
つ
い
て
も
、
今
後
の

調
査
に
よ
っ
て
、
類
例
が
見
出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

　

貝
の
内
側
と
い
う
、
曲
面
の
狭
い
範
囲
に
描
か
れ
た
絵
に
し
て
は
、
物
語
を
細
や

か
に
描
き
出
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
桐
壺
巻
の
冠
や
笄
、
澪
標
巻
の
明
石
の
君
の

舟
は
必
須
と
し
て
も
、
源
氏
一
行
の
先
頭
を
行
く
童
随
身
、
匂
宮
巻
の
松
や
塀
の
屋

根
に
積
も
る
雪
、
宿
木
巻
の
菊
の
色
な
ど
は
、
物
語
の
特
定
の
場
面
に
即
し
た
繊
細

な
描
写
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
匂
宮
巻
の
牛
飼
童
は
、
物
語
に
こ
そ
表
立
っ
て
出

て
は
来
な
い
が
、
牛
車
の
行
列
に
は
不
可
欠
な
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
、
描
か
れ
た

も
の
だ
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
、
藤
裏
葉
の
藤
花
の
宴
や
、
柏
木
巻
の
病
む
柏
木
と
側

に
侍
る
小
侍
従
と
い
っ
た
構
図
に
は
、
藤
の
花
房
や
紙
燭
・
文
が
描
か
れ
て
お
ら
ず
、

物
語
の
一
場
面
の
詳
細
な
描
写
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
の
物
語
の

場
面
を
象
徴
的
に
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
明
石
巻
の
明
石
入
道
と
、
柏

木
巻
の
修
験
者
の
衣
装
が
、
そ
れ
ぞ
れ
出
家
者
や
行
者
の
姿
で
は
な
い
点
に
つ
い
て

は
、
何
ら
か
の
意
図
に
拠
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
本
品
が
製
作
さ
れ
た
目
的
と
も
関

わ
る
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
は
あ
る
が
、
今
は
こ
れ
以
上
の
憶
測
は
控
え
よ
う
。

　

本
稿
を
き
っ
か
け
に
、
か
つ
て
「
文
情
貝
合
」
と
一
揃
い
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
、

他
の
貝
合
せ
の
具
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
、
鶴
首
し
て
待
つ
。

附
　
記

　

本
稿
は
、「
知
識
発
見
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
ア
プ
リ
の
開
発
と
日
本
伝
統
文
化

の
分
野
横
断
的
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
20
期
研
究
会
第
３
研
究

（
二
〇
一
九
～
二
〇
二
一
年
度
）、「
近
世
か
ら
近
代
に
至
る
日
本
伝
統
文
化
の
分
野

横
断
的
研
究
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
材
へ
の
活
用
」（
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基

盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号20K

12565

、
二
〇
二
〇
～
二
〇
二
二
年
度
）、
お
よ
び
同

志
社
大
学
宮
廷
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
一
～
二
〇
二
五
年
度
）
に
お
け
る
研

究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

一
〇
一
（
54
）


